
































　From the lively traffic space created by the Toden Arakawa Line, you may find a chance to re-examine the 
urban space that has been struggling with traffic.
　Now that mobility is evolving one after another with the development of technology,In Koshinzuka, a city 
where traffic is "weakly" in the city, I try to propose a transport city image for people different from TOD.











































































































































































































































文政 11 年（1827 年） 明治 44 年（1911 年） 昭和 16 年（1941 年）
：42 条 1 項 1 号（公道）
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小さなエントランスを抜けるとコワーキングの大空間へ抜ける
日差しを取り込むポリカーボネートの屋根
学生寮の庭の茂った緑が住宅の隙間に覗く
軌道のオープンスケースから風を取り込む
背後に陽だまりを作るため北側のボリュームを落とす
路地のアイストップとなる螺旋階段
根子岳が通れる小さな緑へのパス
1000mm落とすことで周辺とボリュームを合わせる
同時に日常とは異なる軌道への視線を作る
スリットから溢れる活動の気配を車窓から眺める
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図１７　プロジェクト１　断面図　背後のまちに流れを取り込む
windowview
volume down -1000mm
light
図１３　コンセプト断面模型  環境装置としての建
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WORKING SPACE
陽だまりに開けた小さな広場をシェアする
既存の路地を拡幅しながらも記憶を継承するため
モルタルの仕上げで現状の路地を型取る
路地の延長に螺旋階段を配置し
アイストップとする
路地を歩いていると壁の開口が目に止まる
路地のような極端なD/Hから室内へアクセス
住宅の隙間から覗く奥の緑・荒川線へと視線の方向性をつくる
930mmの路地の狭さを取り入れる
エントランスに厚みを出して一気に視線を開けさせる
東京大学の学生寮の庭が隙間から覗く
東京大学の学生寮の庭が隙間から覗く
敷地境界線
路地幅の多様性 路地を引き込み
シークエンスから建築を組み立てる
敷地は道路に認定されていない通路に面しており、駅からの動線として
日常的に使われている。路地の幅が次々に変化し、不意に開ける視線が
歩く楽しみを享受している。
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西巣鴨の街を歩くように建築の中にも路地のような廊
下のようなパスを通す。断面方向と平面方向の空間の
伸縮によって１本のパスが様々な表情を見せながらプ
ライベートな学生寮までシークエンスを作る。
また、基準線の寸法に路地の幅を取り入れることでふ
と歩いてきた記憶を辿る体験をする。
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図１４　プロジェクト１　１F 平面図　公と私のあいだの空間
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図１５　プロジェクト１　２F 平面図
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図１６　プロジェクト１　３F 平面図
　このプロジェクトが火種となり、ポーラスなアーバニ
ズムが次第に町中に張り巡らされる。庚申塚駅の裏で街
を南北に分断しているマンションのピロティ、ある程度
の幅員があるにもかかわらず道路として認定されず放置
された通路、ごく狭い路地に面した空き家。それらそれ
ぞれの空間でアクティビティのパスが生まれ住人の生活
のシークエンスに組み込まれていく。
　自動運転やオンデマンド化など、モビリティは過渡期
にあり、荒川線（サクラトラム）も新しい技術の影響を
受けていくだろう。しかし、まちに張り巡らされたポー
ラスなアーバニズムによって、荒川線はその特有の “ 弱
い ” 交通としての価値を見失うことなく、来たる技術を
取り入れながらも、これからもまちに住む住人の生活と
ともに共生していくインフラであり続ける。
